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環境ポスターコンテスト
最優秀賞作品
小川竜平さん

（11頁に紹介記事）

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書の発行

高齢者のお悩みは地域包括支援センターにご相談を

市民海外交流研修報告①

特定健康診査（施設）が受診できます

アナログテレビで
地デジが見られるフレッツテレビ

2011年春から2015年3月まで

表紙作品を募集しています
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フ
レ
ッ
ツ
・
テ
レ
ビ
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㈱
オ
プ
テ
ィ
キ
ャ
ス
ト
は
こ
の
ほ
ど
、

フ
レ
ッ
ツ
・
テ
レ
ビ
提
供
エ
リ
ア
で
デ
ジ

ア
ナ
変
換
に
よ
る
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

再
送
信
サ
ー
ビ
ス
を
、
２
０
１
１
年
春
か

ら
２
０
１
５
年
３
月
ま
で
実
施
す
る
と
発

表
し
ま
し
た
。

「
デ
ジ
ア
ナ
変
換
」
は
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
を
ア
ナ
ロ
グ
方
式
に
変
換
し
て
家

庭
な
ど
に
提
供
す
る
も
の
。
つ
ま
り
フ
レ

ッ
ツ
・
テ
レ
ビ
に
加
入
す
れ
ば
２
０
１
１

年
７
月
24
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
地
上
ア

ナ
ロ
グ
放
送
終
了
後
で
も
２
０
１
５
年
３

月
ま
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ

や
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
が
な
く
て
も
、
今

ま
で
の
ア
ナ
ロ
グ
受
信
機
で
地
上
放
送
を

視
聴
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

オ
プ
テ
ィ
キ
ャ
ス
ト
で
は
「
ア
ナ
ロ
グ
テ

レ
ビ
の
継
続
利
用
を
望
む
ユ
ー
ザ
ー
の
声
に

応
え
る
と
と
も
に
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
の
急

激
な
廃
棄
の
抑
制
、
２
台
目
、
３
台
目
の
テ

レ
ビ
買
い
替
え
負
担
の
平
準
化
効
果
」
に
寄

与
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

オ
プ
テ
ィ
キ
ャ
ス
ト
が
運
営
す
る
フ
レ
ッ

ツ
・
テ
レ
ビ
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
の
光
フ
ァ
イ

バ
ー
を
利
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ

ー
ビ
ス
で
あ
る
「
フ
レ
ッ
ツ
光
」
を
通
じ
て
、

地
上
放
送
（
デ
ジ
タ
ル
／
ア
ナ
ロ
グ
）
と
Ｂ

Ｓ
放
送
（
デ
ジ
タ
ル
／
ア
ナ
ロ
グ
）
が
受
信

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
も
ち
ろ
ん
チ
バ
テ

レ
ビ
も
放
送
大
学
も
受
信
で
き
ま
す
。

利
用
料
金
は
月
々
６
８
２
・
５
円
。
※
１

戸
建
て
な
ら
テ
レ
ビ
を
何
台
つ
な
い
で
も

利
用
料
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

フ
レ
ッ
ツ
・
テ
レ
ビ
は
、
光
回
線
を
通

じ
て
番
組
が
送
ら
れ
て
く
る
の
で
、
地
デ

ジ
も
Ｂ
Ｓ
も
受
信
ア
ン
テ
ナ
は
い
り
ま
せ

ん
。
地
形
や
物
陰
な
ど
で
電
波
が
受
信
で

き
な
い
と
か
、
雨
な
ど
の
悪
天
候
、
高
圧

線
な
ど
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。
※
２

ア
ン
テ
ナ
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
台
風
の

後
や
塩
害
、
経
年
劣
化
な
ど
の
た
め
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
手
間
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
オ
プ
シ
ョ
ン
で
、
ス
ポ
ー
ツ
、

映
画
、
時
代
劇
、
ア
ニ
メ
、
音
楽
な
ど
多

彩
な
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

フ
レ
ッ
ツ
・
テ
レ
ビ
が
提
供
さ
れ
て
い
る

の
は
全
国
で
13
都
道
府
県
の
一
部
地
域
だ

け
。
例
え
ば
千
葉
市
で
も
全
域
で
使
え
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
南
房
総
市
は
公
設
民

営
方
式
に
よ
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
整
備
地
域
で

は
全
国
で
初
め
て
市
内
全
域
で
フ
レ
ッ
ツ
・

テ
レ
ビ
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
整
備
事
業
は
、
来
年

３
月
の
利
用
開
始
を
目
指
し
、
現
在
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
の
電
話
局
単
位
で
着
々
と
幹
線

敷
設
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
10
か

所
あ
る
局
の
う
ち
、
丸
山
大
井
、
丸
山
、

平
久
里
、
七
浦
局
分
が
ほ
ぼ
終
了
し
、
今

後
、
千
倉
、
和
田
、
三
芳
、
岩
井
、
富
浦
、

白
浜
局
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

幹
線
か
ら
利
用
者
宅
ま
で
の
引
き
込
み

線
な
ど
は
、
利
用
申
し
込
み
を
受
け
て
か

ら
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
行
い
ま
す
。
間
際
に
申
し

込
み
が
殺
到
し
、
工
事
が
込
み
合
う
と
申

し
込
ん
で
か
ら
実
際
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が

使
え
る
ま
で
数
か
月
待
た
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
市
内
電
器
店
や
商
工
会
で
利

用
意
向
把
握
書
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
な
る
べ
く
早
く
提
出
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
敷
設
工
事
の
様
子

光の国へ

光の国から 

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で

地
デ
ジ
が
見
ら
れ
る

2222000011111111年年年年
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※
１

別
に
フ
レ
ッ
ツ
光
の
利
用
料
金
が

か
か
り
ま
す

※
２

大
規
模
な
天
災
な
ど
の
場
合
に
は
、

受
信
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

幹
線
整
備
、
着
々
と
進
行

問
い
合
わ
せ

情
報
推
進
課
　
蕁
33
│
１
０
０
３
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び

住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年

の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付

し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

人
に
は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
11
月
上
旬
に
日

本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ

の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
書
）
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に

今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
人
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ

ま
す
。

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

場
合
も
、
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家
族
あ
て
に
送

ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
し
て
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
の
照
会
は
、
控
除
証
明
書

の
は
が
き
に
書
か
れ
て
い
る
電
話
番
号
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

蕁
０
５
７
０
│
０
７
０
│
１
１
７

※
固
定
電
話
の
場
合
、
市
内
通
話
料
金
で

利
用
で
き
ま
す
。

Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
の
人
は
、

蕁
03
│
６
７
０
０
│
１
１
３
０
　
　
　

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。（
通
話
料
金
は
、

全
額
個
人
負
担
）

問
い
合
わ
せ
期
限
・
時
間

平
成
23
年
３
月
15
日
（
火
）
ま
で
の
平

日
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で

※
月
曜
日
（
月
曜
日
が
休
日
の
場
合
は
火

曜
日
）
は
、
午
後
７
時
ま
で

※
第
２
土
曜
日
は
、
午
前
９
時
30
分
か
ら

午
後
４
時
ま
で

※
祝
日
、
年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月

３
日
）
は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
と
な
る
人
は
、
税
務
署
で
更
正
の

請
求
ま
た
は
確
定
申
告
な
ど
の
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
取
り
扱
い
の
変

更
の
対
象
と
な
る
人
や
所
得
税
の
還
付
の

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
館
山
税
務
署
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
平
成
17
年
分
に
つ
い
て
、
早
い
人
は
本

年
12
月
末
が
還
付
期
限
で
す
。
早
め
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

館
山
税
務
署
　
蕁
22
│
０
１
０
１

自
動
音
声
の
案
内
に
従
い
、「
０
」
を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
17
年
分
か
ら
平
成
21
年
分
ま
で
の

各
年
分
に
つ
い
て
所
得
税
を
納
め
す
ぎ
と

な
っ
て
い
る
人
に
つ
い
て
、
納
め
す
ぎ
と

な
っ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

年
金
の
受
給
権
が
相
続
税
や
贈
与
税
の

課
税
対
象
と
な
る
場
合
、
実
際
に
相
続
税

や
贈
与
税
の
納
税
額
が
生
じ
な
か
っ
た
人

も
対
象
で
す
。

〜
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
〜

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す

遺
族
の
人
が
年
金
と
し
て
受
給
す
る

生
命
保
険
金
の
税
務
上
の
取
り
扱
い
が

変
わ
り
ま
し
た

所
得
税
還
付
の
対
象
者

手
続
き

遺
族
の
人
が
年
金
と
し
て
受
給
す
る
生
命
保
険
金
の
う
ち
、
相
続
税
の
課
税
対
象
と
な

っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
の
課
税
対
象
に
な
ら
な
い
と
す
る
最
高
裁
判
所
の
判
決

が
本
年
７
月
に
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
税
務
上
の
取
り
扱
い
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
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「南房総ハイキングコースに
看板設置とガイドツアー事業」

房総半島南部の広域的なハイキングコースの要所
へ、統一デザインの看板設置と県内外のハイク客の
誘致を行います｡

「コットン・コミュニケーション」
かつて安房の地で盛んだった日本

に ほ ん

棉
めん

の栽培普
及と手仕事に対する再認識を目的に、学校や体
験型農園、老人会などへ綿

わた

の苗を配布しワーク
ショップを行います｡

「戦後65年　未来へ語り継ぐ『声』と『もの』」
地域の人が体験した戦争実態を後世に伝える

ため、戦争体験記録集の冊子作成と、考古学の
専門家を招いた戦争遺跡の考古学的調査演習を
行います｡

「年寄りも元気いっぱい、
上瀬戸『ジーバ』プロジェクト」

薬草の研究と栽培を通じた健康増進と販売活動
を行います｡また、専門相談ドクターと連携した勉
強会を開きます｡

「ふるさと和田共歓ハイキング事業」
ハイキングコース（JR和田浦駅から海岸通り、和田漁港、真

も

浦天畑
うらてんばたけ

、白
しら

渚
すか

浅間山
せんげんやま

、安房拓
心高校、JR南三原駅、全長7.2km）の整備と真浦天畑保存会やくじら食文化おかみさんの会
と協働イベントを開催します｡

「きんせん花を作ろう」
日本一の生産を誇る金せん花の

栽培を通じた体験から、地域愛と
定住意識を醸成します｡

　高校生からお年寄りまで創意工夫を凝らした

レンジ事業の活動団体決定

低名山
ひくめいざん

倶楽部

あわコットンクラブ

南房総・平和をつくる会

グリーンクラブ上瀬戸老人クラブ

千葉県立安房拓心高等学校土木部

公開プレゼンテーションの様子

9団体 
 （補助金30万円） 

チャレンジ
コース

はじめの一歩
コース

まちづくりチャレンジ事業は、市民活動団体が自主的・自発的に行うまちづくり活動に対する補助金制度です。
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問い合わせ　市民協働課　蕁 33－1005

「障がい者と市民との交流事業」
地域住民との交流を深めることを目指

し、マテバシイを利用した椎茸栽培を行
います｡

「『南房総ちゃんねる』創設・普及プロジェクト」
南房総地域の情報や名所・名跡を紹介す

るショートムービー「南房総ちゃんねる」
を企画・製作し、地域の魅力をピーアール
し産業や観光の活性化を図ります｡

「遊休農地を活用した花の景観形成
（ひまわりの栽培）」

富山ふれあいスポーツセンター付近の遊休農
地で景観作物のヒマワリを栽培し、夏季観光シ
ーズンの新しい見どころを創出します｡

「エコ・クリーン事業」
家庭などのゴミ堆肥化への支援活動や講座開催

など市民とともに考え歩む学習活動を行います｡

「竹燈ライトアップと竹燈づくり体験」
市内にある道の駅とタイアップした

竹燈ライトアップを行い、観光客や市
民を幻想的な世界へ誘います｡また、
水仙まつり（1月中旬）では、竹燈づ
くり体験を行います｡

「里山の樹々からのメッセージの伝達」
里山や付近の施設内の主要な樹々へ樹種・樹

名・推定年齢などを記載したプレート（地元産
木材を活用）の作成と掲示を行います｡

「市内主要河川の簡易水質調査事業」
市内を流れる主要河川で、調査地点

を決めて定期的な水質検査を行います｡

「地域の活性化事業」
地域で未活用の資源（栗・竹の子）活用に向

けた勉強会、講習会、試食会などを行い、地域
の皆さんの元気を取り戻していきます｡

地域資源の活用や、福祉・文化などの分野で　　　
さまざまな活動を展開しています。

市民提案型まちづくりチャ

NPO法人南房総発見隊

岩井ひまわり咲かせ隊

南房総エコ・クリーン

里山保全「自然塾」

ＥＣＯＭ
　 エ コ ム 　

竹燈
ちくとう

南房総エコネット

NPO法人生活自立研究会

5団体 
（補助金5万円） 

チャレンジ
コース

はじめの一歩
コース

Ｏｉ
オ ー イ

元気会
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平
成
22
年
４
月
の
南
房
総
市
の
人
口
は

約
４
万
３
８
０
０
人
、
そ
の
内
65
歳
以
上

の
高
齢
者
人
口
は
約
１
万
５
７
０
０
人
で

約
36
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
人

口
は
減
っ
て
い
る
一
方
で
65
歳
以
上
や
75

歳
以
上
の
人
口
は
と
も
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
も
増
え
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
も
多
い

と
思
い
ま
す
。

①
高
齢
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
総
合
的

南
房
総
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

高
齢
者
人
口
約
36
％

高
齢
者
の
お
悩
み
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
を

に
受
け
止
め
ま
す

・
よ
り
良
い
生
活
を
送
る
た
め
、
介
護
保

険
だ
け
で
な
く
、
活
用
で
き
る
制
度
や

地
域
資
源
を
紹
介
し
ま
す
。

・
家
庭
訪
問
に
よ
る
高
齢
者
の
生
活
の
実

態
把
握
に
努
め
ま
す
。

②
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
り
ま
す

・
検
診
で
介
護
が
必
要
と
な
る
可
能
性
が

高
い
と
評
価
さ
れ
た
人
や
、
要
支
援
と

認
定
さ
れ
た
人
に
介
護
予
防
の
た
め
の

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

・
介
護
保
険
の
申
請
手
続
き
が
出
来
な
い

人
に
は
代
行
で
申
請
し
ま
す
。

③
高
齢
者
の
権
利
を
守
り
ま
す

・
消
費
者
被
害
や
高
齢
者
虐
待
を
早
期
に

発
見
し
、
問
題
解
決
に
向
け
て
支
援
し

ま
す
。

・
必
要
に
応
じ
て
、
成
年
後
見
制
度
の
利

用
を
手
伝
い
ま
す
。

④
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
高
齢
者
を
支
え

ま
す

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
に
欠
か

せ
な
い
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
支
援
し

ま
す
。

・
援
助
が
必
要
な
人
の
見
守
り
や
助
け
合

い
が
地
域
ぐ
る
み
で
出
来
る
よ
う
に
、

関
係
機
関
と
連
携
を
深
め
て
い
き
ま

す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
訪
問
し
て

い
る
中
で
、
前
回
は
元
気
だ
っ
た
人
が
急

に
体
調
を
崩
し
て
い
た
り
、
物
忘
れ
が
進

ん
で
い
た
り
と
い
っ
た
変
化
に
、
な
ん
と

も
い
え
な
い
気
持
ち
が
こ
み
上
げ
て
く
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
訪
問
は
一

か
月
ま
た
は
数
か
月
空
い
て
し
ま
い
大
切

な
変
化
を
早
く
察
知
す
る
こ
と
が
難
し
い

と
き
が
あ
り
ま
す
。

必
要
な
時
機
を
逃
さ
な
い
支
援
を
提
供

す
る
た
め
に
も
、
近
所
の
人
に
よ
る
見
守

り
の
目
や
声
か
け
が
、
そ
し
て
な
に
よ
り

家
族
の
絆
が
、
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
に

と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
安
心
し
て
過
ご
せ

て
い
ま
す
か
？
悩
み
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
少
し
で
も
私
た
ち
に
相
談
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
、
も
っ
と
皆
さ
ん
の
家
に
伺

い
ま
す
。
高
齢
者
の
抱
え
る
悩
み
を
知
り
、

不
安
解
消
に
役
立
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
家
庭
訪
問
の
際
は
、
身
分
証
明
書
を

携
帯
し
て
い
き
ま
す
。

つ
ら
い
気
持
ち
、
心
配
な
こ
と
を
話
し

て
み
る
。
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
時
々
は

息
抜
き
を
す
る
。
こ
れ
は
不
安
や
ス
ト
レ

ス
を
た
め
な
い
方
法
の
一
つ
だ
そ
う
で

す
。
年
を
と
ら
な
い
人
は
い
ま
せ
ん
。
あ

な
た
も
、
周
り
の
人
も
、
い
つ
か
は
誰
も

が
世
話
に
な
っ
た
り
、
介
護
を
す
る
・
さ

れ
る
経
験
を
す
る
で
し
ょ
う
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者

に
寄
り
添
い
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
そ
の

人
ら
し
く
安
心
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に

は
何
が
必
要
な
の
か
、
と
も
に
考
え
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
リ
ブ
丸
山

蕁
40
│
１
２
７
７

高
齢
者
福
祉
課
　
蕁
36
│
１
１
５
４

管理者・主任介護支援専門員

吉　村　国　郎
南房総市地域包括支援センター

リブ丸山

地
域
の
見
守
り
が
大
切
で
す

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
仕
事

悩
み
ご
と
を
相
談

し
て
く
だ
さ
い



日
ご
ろ
の
道
路
環
境
美
化
活
動
が
認
め

ら
れ
、
上
区
道
路
愛
護
会
（
眞
田
博
文
会

長
ほ
か
94
人
・
和
田
地
区
）
が
国
土
交
通

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

今
回
受
賞
さ
れ
た
上
区
道
路
愛
護
会
は
、

地
域
内
の
県
道
・
市
道
沿
い
の
清
掃
や
草

刈
り
を
初
め
、
側
溝
の
維
持
管
理
な
ど
の

作
業
を
続
け
て
い
ま
す
。

特
に
毎
月
第
１
日
曜
日
に
実
施
し
て
い

る
「
ふ
る
さ
と
美
化
運
動
」
に
は
多
く
の

会
員
が
積
極
的
に
参
加
し
、
長
年
に
わ
た

っ
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
功
績
が
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

眞
田
会
長
は
「
高
齢
化
が
進
む
な
か
、

地
元
で
で
き
る
こ
と
は
地
元
で
や
っ
て
い

き
た
い
」
と
受
賞
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
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10
月
18
日
（
月
）
に
、
市
行
政
改
革
推
進

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
再
任
を
含
む
新
委
員

15
人
に
石
井
市
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
平
成
24
年
ま
で
の
２
年
で

す
。
委
嘱
の
あ
と
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
、

会
長
に
栗
原
保
博
委
員
、
副
会
長
に
大
和
田

愼
一
委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

推
進
委
員
会
は
、
平
成
26
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
す
る
第
２
期
行
政
改
革
推
進

計
画
の
進
捗
管
理
な
ど
に
つ
い
て
審
議
を

行
い
ま
す
。

委
嘱
さ
れ
た
委
員
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

穂
積
徹
雄
、
岩
撫
善
隆
、
小
芝
京
子
、

大
和
田
愼
一
、
鈴
木
利
惠
、
鈴
木
健
史
、

春
原
健
二
、
羽
山
光
枝
、
青
木
正
孝
、

吉
田
弥
一
、
栗
原
保
博
、
飯
田
彰
一
、

鈴
木
直
一
、
庄
司
芳
夫
、
伊
藤
綾
子

保
護
者
や
有
志
な
ど
で
運
営
す
る
「
土

曜
ス
ク
ー
ル
」
が
10
月
２
日
（
土
）、
富
浦

地
区
の
と
み
う
ら
元
気
倶
楽
部
交
流
室
で

始
ま
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
富
浦
、
富
山

の
中
学
３
年
生
19
人
は
、
午
前
中
の
３
時

間
、
英
語
、
数
学
、
英
数
補
習
（
学
習
の

進
め
方
指
導
）
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

10
月
12
日
（
火
）、
三
芳
地
区
在
住
の
渡

辺
勇
さ
ん
か
ら
福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
と
、
市
に
現
金
１
万
６
９
０
０
円
の
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。

内
房
、
朝
夷
の
商
工
会
な
ど
で
組
織
す

る
安
房
郡
市
商
工
会
青
年
部
連
絡
協
議
会

で
募
集
し
て
い
た
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
名
前
が
決
ま
り
ま
し
た
。

県
内
や
東
北
・
関
西
か
ら
４
０
３
件
の

応
募
が
あ
り
、「
な
ん
ぼ
ー
く
ん
」
の
応
募

が
多
か
っ
た
た
め
、
抽
選
で
県
内
在
住
の

笹
生
さ
な
え
さ
ん
が
当
選
し
ま
し
た
。

名
前
の
由
来
は
「
南
房
（
な
ん
ぼ
う
）」

か
ら
。
協
議
会
で
は
等
身
大
の
着
ぐ
る
み

も
製
作
し
て
お
り
、「
な
ん
ぼ
ー
く
ん
」
を

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
せ
、
南

房
総
地
域
の
活
性
化
に
役
立
て
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
話
題
　
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

行
政
改
革
推
進
委
員
に
委
嘱
状
を
交
付

国
土
交
通
大
臣
表
彰

和
田
町
上
区
道
路
愛
護
会
が
受
賞

自
主
学
習
塾

「
土
曜
ス
ク
ー
ル
」
始
ま
る

福
祉
に
寄
付

「
な
ん
ぼ
ー
く
ん
」
に
決
定

委嘱状を交付する石井市長

受講生に指導する進学塾講師

協議会の三瓶会長から賞品渡さ
れる笹生さん親子（左）

石井市長に報告する眞田会長（右）

都
市
部
に
比
べ
、
学
習
機
会
や
学
習
へ

の
刺
激
が
少
な
い
南
房
総
地
域
に
住
む
生

徒
の
学
力
向
上
が
目
的
。
中
学
生
の
土
日

の
過
ご
し
方
の
な
か
に
勉
強
す
る
時
間
を

設
け
る
、
と
い
う
の
も
始
め
た
理
由
の
一

つ
で
す
。

講
師
は
君
津
市
に
本
部
が
あ
る
進
学
塾

か
ら
派
遣
さ
れ
、
来
年
２
月
ま
で
毎
週
土

曜
日
に
開
校
さ
れ
ま
す
。
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私
は
、
７
月
25
日
か
ら
８
月
12
日
ま
で
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
学
校
体
験
と
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
で
す
。
11
人
の
小
集
団
で
の
参
加
で
し
た
。

私
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
お
宅
は
、
お
父

さ
ん
が
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が

パ
ト
リ
ー
ナ
さ
ん
、
子
ど
も
が
13
歳
の
ク
ロ

イ
と
10
歳
の
エ
ミ
リ
ー
の
４
人
家
族
で
し

た
。
と
て
も
明
る
い
感
じ
で
私
を
出
迎
え
て

く
れ
ま
し
た
。

私
は
初
め
て
１
人
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
だ

っ
た
の
で
、
と
て
も
不
安
で
し
た
が
家
族
全

員
が
私
に
優
し
く
し
て
く
だ
さ
り
、
少
し
ず

つ
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

「
食
文
化
」
に
つ
い
て
興
味
が
あ
っ
た
私

は
、
主
食
の
違
い
や
ご
飯
の
炊
き
方
の
違
い

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
和
食
と
は
違

い
カ
ロ
リ
ー
の
高
そ
う
な
ピ
ザ
、
油
を
た
く

さ
ん
吸
収
す
る
ポ
テ
ト
な
ど
を
口
に
す
る
機

会
が
多
か
っ
た
で
す
。

野
菜
は
生
で
食
べ
る
よ
り
温
野
菜
で
食
べ

ま
し
た
。
28
日
か
ら
フ
ェ
ア
ヒ
ル
ズ
高
校
で

木
更
津
総
合
高
校
１
年
　

佐
　
藤
　
史
　
織
さ
ん

の
学
校
体
験
で
し
た
。

ス
ク
ー
ル
バ
デ
ィ
ー
の
メ
ラ
ニ
ー
と
一
緒

に
授
業
を
受
け
、
映
画
を
見
る
授
業
や
音
楽
、

数
学
な
ど
の
授
業
体
験
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

た
く
さ
ん
の
生
徒
が
私
に
話
し
か
け
て
き
て

く
れ
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

一
番
気
づ
い
た
こ
と
は
、
生
徒
み
ん
な
が

男
女
関
係
な
く
、
と
て
も
仲
が
良
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
挨
拶
の
方
法
も
日
本
と
は
違
い

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
多
か
っ
た
で
す
。

休
み
時
間
と
授
業
の
け
じ
め
が

つ
い
て
い
て
授
業
中
は
先
生
の
話

を
し
っ
か
り
聞
い
て
い
て
一
人
一

人
が
は
っ
き
り
と
意
見
を
言
っ
て

い
て
、
日
本
の
授
業
の
受
け
方
と

は
違
う
と
感
じ
ま
し
た
。

今
回
、
南
房
総
市
の
案
内
で
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
き
、
リ
ー
ダ

ー
を
は
じ
め
一
緒
に
い
っ
た
仲

間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
出
会
っ

た
友
達
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家

族
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
本
当
に

良
か
っ
た
で
す
。
一
日
一
日
貴
重

な
生
活
を
送
り
、
あ
っ
と
い
う
間

に
帰
る
日
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
学
校
で
別
れ
る
時
、
今
ま
で
我

慢
し
て
い
た
も
の
が
一
気
に
流
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
別
れ
が
こ
ん
な
に

も
辛
い
と
い
う
こ
と
を
そ
の
時
に
初

め
て
知
り
ま
し
た
。

私
は
こ
の
体
験
を
通
し
て
、
夢
に

一
歩
近
づ
け
た
気
が
し
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

７
月
25
日
か
ら
８
月
12
日
ま
で
、 

高
校
生
海
外
派
遣
に
参
加
し
た
、佐
藤
史
織
さ
ん
の

交
流
研
修
報
告
を
紹
介
し
ま
す
。 

オーストラリアの友人と私（左）

オーストラリアでの休日

ハイスクールでの楽しいひととき
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環境ポスター

◆最優秀賞

◆特別賞　

市長賞

教育長賞

環境審議会長賞

◆優秀賞

4年生の部

5年生の部

6年生の部　　

◆優良賞

環境標語

◆最優秀賞

「家庭から　流さず守る　青い海」

◆優秀賞　　　　　

「仕分けよう　地球を救う　資源ごみ」

◆優良賞　　　　

阿部
あ べ

るりか（富山中3年）

「育ててみよう　笑顔と緑　明るい市」

堀江
ほりえ

美咲
みさ き

（千倉中1年）

「エゴはだめ　みんなでやろう　エコ活動」

石井
いしい

いずみ（一般）

「大切に　最後まで使いきるのも

エコアクション 」

小川
おがわ

竜平
りゅうへい

（白浜小4年）

根橋
ねはし

真由
ま ゆ

（三芳小6年）

渡部
わたなべ

健太
けんた

（朝夷小6年）

岡田
おかだ

伽穂
か ほ

（八束小4年）

高梨
たかなし

裕
ゆう

（ 丸 小4年）

荒井
あらい

あゆみ（忽戸小5年）

薦岡
こもおか

楓果
ふう か

（和田小6年）

山下
やました

彩乃
あや の

（岩井小5年）、闍梨
たかなし

駿
しゅん

（平群小5年)

鎌田
かま た

恵璃
え り

（富浦小6年）、根形
ねがた

奈々
な な

（八束小6年）

松村
まつむら

穂乃香
ほ の か

（三芳小4年）、安西
あんざい

翔
しょう

（長尾小4年）

吉田
よしだ

愛美
めぐ み

（白浜小5年）、早川
はやかわ

七海
なな み

（七浦小4年)

早戸
はや と

明花
めい か

（忽戸小6年）、齊藤
さいとう

怜
れい

（朝夷小6年）

福原
ふくはら

典
つかさ

（健田小5年）、豊藏
とよくら

明日香
あ す か

（ 南 小4年）

吉田
よしだ

ゆずな（ 丸 小5年）、大島
おおしま

健
たける

（南三原小4年）

佐野
さ の

舜典
しゅんすけ

（和田小4年）

福原
ふくはら

幸奈
さち な

（千倉中3年）

小池
こいけ

明
あきら

（一般）

環境ポスターと環境標語の入賞作品を各地区で展示します｡力作をどうぞご覧ください｡また、入
賞作品や環境情報を掲載した「エコライフカレンダー2011年版」を市と東京電力㈱で作成し、市
内小・中学生に配布するとともに市役所本庁、各支所窓口などでも希望者に配布します｡

環境ポスター・環境標語の巡回展示

市では、市民の皆さんが環境問題に関心を深めていただけるよう環境ポス
ターと環境標語を募集したところ、環境ポスターに627点、環境標語に403
点の作品が寄せられました｡
ご応募いただいた皆さん、ありがとうございました｡
入賞者は次のとおりです｡（敬称略）

Ｎo.41

エコ★ニュースエコ★ニュース
環境保全課  蕁 33－1053

環境ポスター・環境標語
コンテストの入賞者発表!!

―ご応募ありがとうございましたー

地区 
 

富山 

三芳 

白浜 

期 　　　間 場　 所 

11月11日（木）～11月17日（水） 

11月18日（木）～11月24日（水） 

11月25日（木）～12月　1日（水） 

 

富山公民館 

 

白浜支所 

 

地区 
 
千倉 

丸山 

和田 

期 　　　間 場　 所 

12月　2日（木）～12月　8日（水） 

12月　9日（木）～12月15日（水） 

12月16日（木）～12月22日（水） 

千倉支所 

丸山支所 

和田支所 

 

三芳農村環境 
改善センター 

※富浦地区の展示は、終了しました 

市長や環境審議会長と一緒に記念撮影した入賞者の皆さん



●総合検診で「介護予防事業の利用が望ましい」と判定された人
将来的に介護が必要になる可能性の高い人です。積極的に介護予防事業へ参加し、生活機能の向

上を目指しましょう。
市では、次の介護予防事業を介護保険関係の施設に委託して実施しています。費用は無料です。

対象者で利用を希望する場合は健康増進課へご連絡ください。
おすすめ事業

●総合検診で「生活機能の低下なし」と判定された人
現時点では、介護が必要な状態になる可能性の低い人です。今後も積極的に健康・生きがいづく

りに励みましょう。
おすすめ事業

保健師や管理栄養士が介護予防など健康づくり事業普及のため、皆さんの地域を訪問します。出前
講座を希望する団体（老人クラブ、地域の団体など）はご連絡ください。

10 2010年11月号

いつまでも元気に若々しく過ごすためには、早めの介護予防が大切です。おおむね65歳を過ぎたら、
元気なうちから積極的に自分の体や口について関心を持ち、衰える前に介護の予防を行うことが必要です。

日常生活にちょっとした運動を取り入れましょう。毎日の積み重ねが元気の秘訣です。
目を開けて片足立ちをする

始めましょう！
介護予防 問い合わせ問い合わせ  健康増進課健康増進課  蕁 36 36－11521152問い合わせ  健康増進課  蕁 36－1152

問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

１．自分で介護予防

2．介護予防事業への参加

3．介護予防の出前講座

健口体操

出典：社団法人日本整形外科学会ロコモパンフレット2009版 出典：財団法人8020推進財団「はじめよう口腔ケア」パンフレット

運動器の機能向上 

栄 養 改 善 

口腔機能の向上 

一人ひとりの状態に応じた筋力向上トレーニング、ストレッチ、簡単な器具を使った 
運動などを行います。 

栄養改善のため、一人ひとりの状態に応じた食事内容確認、食事作りなどのアドバイ 
スを行います。 

歯磨きや入れ歯の手入れの方法の指導や、噛む機能を向上させるための口の運動など 
を行います。 

介護予防教室 
お たっしゃ塾 

健康づくり教室 

4回1コースで運動・栄養・口腔・レクリエーションを行います。 
（11月～12月　千倉保健センター　　1月～2月　三芳農村環境改善センター） 

生活習慣病予防教室、いきいき運動教室、貯筋運動教室など 

左
右
1
分
間
ず
つ
、

1
日
3
回
行
い
ま
し
ょ
う

口を横に引く 唇を突き出す 頬を膨らます

息を吸い込む 声を出す

転倒しないように、
必ずつかまるもの
がある場所で行い
ましょう

床に着かない程度
に片足を上げます



112010年11月号

暮らしの 暮らしの 

お知らせ お知らせ 10月19日（火）に実施されました
●料理コンテスト最終審査会の開催

10月定例記者会見

し
込
み
が
必
要
で
す
。
申

し
込
ま
れ
た
人
に
、
通
知

を
送
付
し
ま
す
。

・
総
合
検
診
で
特
定
健
康
診

査
を
す
で
に
受
診
さ
れ
た

人
、
施
設
入
所
中
の
人
や

人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
助
成

を
受
け
る
人
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

・
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者

医
療
加
入
者
の
健
診
は
、

集
団
健
診
の
み
で
す
。

・
特
定
健
康
診
査
は
、
医
療

保
険
者
の
義
務
と
し
て
実

施
さ
れ
る
た
め
、
市
国
民

健
康
保
険
以
外
の
医
療
保

険
に
加
入
し
て
い
る
人
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
　

蕁
36
│
１
１
５
２

自
立
支
援
医
療
費
制
度
に

は
「
更
生
医
療
」「
精
神
通
院

医
療
」「
育
成
医
療
」
の
３
種

類
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

市
が
申
請
窓
口
に
な
っ
て
い

る
も
の
は
「
更
生
医
療
」
と

「
精
神
通
院
医
療
」
で
す
。

対
象
と
な
る
障
害
や
疾
病

を
治
療
す
る
場
合
の
医
療
費

の
一
部
を
公
費
負
担
す
る
制

度
で
、
自
己
負
担
が
１
割
に

軽
減
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

所
得
に
よ
っ
て
１
か
月
の
自

己
負
担
上
限
額
が
設
け
ら
れ

ま
す
。

更
生
医
療

身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持

し
て
い
る
18
歳
以
上
の
人
が
、

そ
の
手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
障
害
を
取
り
除
い
た
り
軽

減
す
る
た
め
に
受
け
ら
れ
る

制
度
で
す
。

治
療
（
手
術
な
ど
）
を
受

け
る
前
に
申
請
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

精
神
通
院
医
療

精
神
障
害
の
た
め
に
、
通

院
に
よ
る
精
神
医
療
が
継
続

的
に
必
要
と
す
る
場
合
に
受

け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

各
制
度
の
詳
し
い
内
容

（
疾
病
や
治
療
方
法
・
医
療
機

関
・
手
続
方
法
な
ど
）
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
　

蕁
36
│
１
１
５
１

総
合
検
診
に
来
ら
れ
な
か

っ
た
人
は
、
２
か
所
の
医
療

機
関
で
、
特
定
健
康
診
査

（
施
設
）
が
受
診
で
き
ま
す
。

が
ん
検
診
は
健
康
診
査
に
含

ま
れ
ま
せ
ん
。

実
施
期
限

12
月
17
日
（
金
）

ま
で

実
施
機
関

安
房
地
域
医
療

セ
ン
タ
ー
、
富
山
国
保
病
院

対
象

南
房
総
市
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
40

歳
か
ら
74
歳
の
人

料
金

８
０
０
円

内
容

計
測
（
身
長
・
体

重
・
腹
囲
）、
血
圧
測
定
、

尿
検
査
、
血
液
検
査
、
医

師
の
診
察
な
ど

申
込
期
限

12
月
３
日
（
金
）

・
申
し
込
み
の
際
は
、
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

保
険
証
の
番
号
・
受
診
予

定
月
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

注
意
事
項

・
健
康
増
進
課
に
事
前
の
申

特
定
健
康
診
査
（
施
設
）

が
受
診
で
き
ま
す

１
割
負
担
で
障
害
や
疾
病
が

治
療
で
き
ま
す

自
立
支
援
医
療
費
制
度

今月の表紙　小川竜平さん（白浜小４年）
市が実施した、環境ポスターコンテストで最優秀賞となった

作品です

「自分が描いたポスターが、きれいな市のために役立つこと

はうれしいです。こういう感じの市になるといいなと思いまし

た」と描いたときの気持ちを話してくれました。

日頃のエコでは、家庭内でごみの分別や、牛乳パックを広げ

て出すのを手伝ったりしています。

今月の表紙

お
し
ら
せ 

お
し
ら
せ 
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狩
猟
期
間
は
、
11
月
15
日

（
水
）
か
ら
来
年
２
月
15
日
（
火
）

ま
で
で
す
。
他
の
地
域
か
ら
ハ

ン
タ
ー
の
入
山
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
野
外
で
活
動
さ
れ
る

人
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

最
近
、
イ
ノ
シ
シ
が
市
内
各

地
の
住
宅
地
な
ど
に
出
没
し
て

い
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
が
子
連
れ

や
ケ
ガ
を
し
て
い
た
り
す
る
と
、

襲
っ
て
く
る
場
合
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
を
見
か
け
て

も
決
し
て
近
づ
い
た
り
、
追
い

回
し
た
り
し
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
課

蕁
33
│
１
０
７
１

三
芳
水
道
企
業
団
で
は
、
毎

年
10
月
下
旬
か
ら
１
か
月
間
、

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
を
館
山

市
水
道
管
工
事
協
同
組
合
に
委

託
し
て
行
い
ま
す
。

交
換
す
る
水
道
メ
ー
タ
ー
が

設
置
さ
れ
て
い
る
お
宅
や
事
業

所
に
は
、
事
前
に
チ
ラ
シ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
交
換
作
業
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
お

客
様
が
不
在
の
場
合
で
も
交
換

し
ま
す
。

訪
問
販
売
な
ど
に
注
意

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
や
企

業
団
職
員
を
装
い
、
水
道
水
の

不
安
を
あ
お
っ
て
無
用
な
水
道

工
事
の
注
文
や
浄
水
器
な
ど
を

売
り
つ
け
る
悪
質
業
者
が
い
ま

す
。
三
芳
水
道
企
業
団
で
は
、

浄
水
器
な
ど
の
販
売
は
一
切
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

三
芳
水
道
企
業
団
業
務
係
　
　

蕁
22
│
３
７
２
９

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
に
移
行
す
る
こ
と
が

難
し
い
世
帯
に
対
し
、
簡
易
な
チ

ュ
ー
ナ
ー
（
１
台
）
の
無
償
給
付

な
ど
の
支
援
が
あ
り
ま
す
。

対
象生

活
保
護
世
帯
や
、
障
が
い

者
非
課
税
世
帯
な
ど
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

放
送
受
信
料
が
全
額
免
除
と
な

っ
て
い
る
世
帯

内
容

・
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信

す
る
た
め
の
簡
易
な
チ
ュ
ー

ナ
ー
（
１
台
）
の
無
償
給
付
、

訪
問
設
置

・
必
要
に
応
じ
て
ア
ン
テ
ナ
改

修
や
、
共
同
受
信
施
設
・
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
改
修
経
費

の
う
ち
の
対
象
世
帯
負
担
分

受
付
期
限

12
月
28
日
（
火
）

（
当
日
消
印
有
効
）

※
天
候
な
ど
の
理
由
で
支
援

が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
支
援
の
希
望
は
、
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

蕁
０
５
７
０
│
０
３
３
８
４
０

Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
、
右
記
の
電
話

番
号
で
つ
な
が
ら
な
い
場
合

蕁
０
４
４
│
９
６
９
│
５
４
２
５

調
査
捕
鯨
で

捕
獲
さ
れ
た
ミ

ン
ク
鯨
肉
を
市

で
購
入
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
に

有
料
配
布
し
ま
す
。

予
約

11
月
29
日
（
月
）
か
ら

12
月
３
日
（
金
）
ま
で
　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

配
布

12
月
９
日
（
木
）
か
ら

12
月
15
日
（
水
）
ま
で

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

価
格

ミ
ン
ク
鯨
赤
肉
２
１
７

０
円
／
kg

注
意

予
約
な
し
で
も
購
入
で

き
ま
す
が
、
予
約
し
た
人
か

ら
の
優
先
販
売
と
な
り
ま
す
。

数
量
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

売
り
切
れ
の
場
合
は
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

限
度
量

１
世
帯
あ
た
り
10
kg

ま
で

予
約
・
販
売

和
田
町
漁
業
協
同
組
合
　

蕁
47
│
４
１
１
５

千
倉
水
産
加
工
業
協
同
組
合

蕁
44
│
１
８
１
１

有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会
か
ら

鳥
獣
狩
猟
の
解
禁
・
イ
ノ
シ

シ
に
注
意

水
道
メ
ー
タ
ー
の

無
料
交
換

鯨
肉
の
有
料
配
布

生
活
保
護
世
帯
・
障
が
い
者
非

課
税
世
帯
な
ど
へ

地
デ
ジ
放
送
受
信
用

簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無

償
給
付

暮らしの 暮らしの 

お知らせ お知らせ 



シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑

留
者
に
対
す
る
特
別
給
付

金
の
請
求
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

対
象
　

戦
後
強
制
抑
留
者
で
平

成
22
年
６
月
16
日
（
水
）

現
在
で
日
本
国
籍
を
有
す

る
ご
存
命
の
人

受
付
期
限

平
成
24
年
３
月
31
日

（
土
）
ま
で

・
当
基
金
か
ら
請
求
書
類

を
お
送
り
し
ま
す
。
お

手
元
に
届
い
て
い
な
い

人
は
、
当
基
金
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人
平
和
祈

念
事
業
特
別
基
金
　
事

業
部
特
別
給
付
金
担
当

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
　

蕁
０
５
７
０
│
０
５
９

│
２
０
４

Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か

ら
は
　
蕁
03
│
５
８
６

０
│
２
７
４
８

※
受
付
時
間
は
、
平
日
午

前
９
時
か
ら
午
後
６
時

ま
で
（
土
曜
・
日
曜
・

祝
日
は
休
み
で
す
）

県
内
の
事
業
所
で
働
く

す
べ
て
の
労
働
者
（
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
含
む
）

お
よ
び
そ
の
使
用
者
に
適

用
さ
れ
る
地
域
別
最
低
賃

金
「
千
葉
県
最
低
賃
金
」

が
平
成
22
年
10
月
24
日
か

ら
時
間
額
７
４
４
円
（
従

来
は
７
２
８
円
）
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
使
用
者
は
、

こ
の
額
よ
り
低
い
賃
金
で

労
働
者
を
使
用
で
き
ま
せ

ん
。「

千
葉
県
最
低
賃
金
」

の
他
に
、
業
種
に
よ
り
定

め
ら
れ
て
い
る
「
産
業
別

最
低
賃
金
」
が
適
用
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

千
葉
労
働
局
労
働
基
準

部
賃
金
室

蕁
０
４
３
│
２
２
１
│

２
３
２
８

木
更
津
労
働
基
準
監
督

署蕁
０
４
３
８
│
22
│
６

１
６
５

132010年11月号

最
低
賃
金

7
4
4
円
に
改
正

戦
後
強
制
抑
留
者

の
皆
さ
ん
へ

iiiinnnnffffoooorrrrmmmmaaaattttiiiioooonnnn

朝夷小学校3年生　
なすチーム

・作り方
①ナスのヘタを取り、皮つきのまま縦
に8等分する。
②ごま油を①の表面に塗って、耐熱容器に入れ、レンジで3分
加熱する。
③しょうがじょう油で味つけしてできあがり。ねぎの小口切り
を加えてもよい。

・材料（2人分）
ナス　２本、ごま油　大さじ１、しょう油　適量、
しょうが　少々、ねぎ（あれば） 少々

地産地消運動2009
料理コンテスト
応募作品です

「レンジde揚げナス」

朝夷小学校3年生　
落花生チーム

・作り方
①落花生を弱火で転がしながら炒る。落花生の薄皮をむく。
②耐熱容器に水、砂糖を入れよく混ぜ、電子レンジで4分加
熱して飴を作る。
③②に①を一度に加え、飴を絡ませながらスプーンでかき混
ぜる。次にココアまたはきな粉を加えてパラパラになるま
でかき混ぜてできあがり。

・材料（4人分）
天日干し落花生　100ｇ（さやを取ったもの）、
砂糖　2分の1カップ、水　大さじ2、ココアまたはきな粉
大さじ3から4

「作って食べよう、
さとうとココアが
たっぷりふくふくまめ」

朝夷小学校3年生　
かぼちゃチーム

・作り方
①ようかんまたはあんこは1cm角にする。かぼちゃを耐熱ボ
ウルに入れ、ラップをかけてレンジで3分30秒温める。
②かぼちゃの実をスプーンで取りだし、マッシャー（野菜を
押しつぶす器具）でつぶし、砂糖・塩を入れて混ぜる。
③ラップを４分の１ずつ切り、②でようかんまたはあんこを
包むようにして茶巾に絞る。かぼちゃの種などがあれば、
カボ茶巾の上に載せてできあがり。

・材料（4人分）
かぼちゃ　150ｇ、ようかんまたはあんこ　30ｇ　
塩　小さじ8、砂糖　大さじ1

「おいしい
ミニミニカボ茶巾」

南房総食材使用 
～みんなで食べたい家族ごはん～ 第 8 回 



暮らしの 暮らしの 

お知らせ お知らせ 

「うつ」という言葉、よく聞く言葉だと思います。「うつ」は特
別な人がなるのではなく、ストレスを受けたときに誰でもなる可能
性があります。ストレスの原因には仕事や人間関係、親しい人を失
った、自分の役割がなくなった、病気などさまざまあります。小さ
なストレスでも重なると辛いものです。
周囲の人が「おや？」と感じたら、困っていることや悩んでいる

ことを尋ねてあげてください。生活に支障が出ているようであれば
休養と治療を勧めてみましょう。無理な励ましは控えましょう。
問い合わせ 社会福祉課　蕁 36－1151

ココロのミニ情報 うつの可能性は誰にでも
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面
談
は
前
日
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

千
葉
県
弁
護
士
会

千
葉
市
中
央
区
中
央
４
│
13
│
12

蕁
０
４
３
│
２
２
７
│
８
４
３
１

FAX
０
４
３
│
２
２
５
│
４
８
６
０

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
幸
福
な
生
活
を
お

く
る
権
利
を
守
る
た
め
、
毎
年
12

月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
１
週
間

を
「
人
権
週
間
」
と
し
て
、
特
設

人
権
相
談
な
ど
各
種
の
行
事
を
行

っ
て
い
ま
す
。

①
特
設
人
権
相
談
所
開
設
（
市
内
）

期
日
・
と
こ
ろ

12
月
６
日
（
月
）
丸
山
公
民
館

12
月
９
日
（
木
）
白
浜
支
所

12
月
10
日
（
金
）
と
み
う
ら
元

気
倶
楽
部

と
き

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま

で
内
容

い
じ
め
、
親
子
・
夫
婦
・

扶
養
・
相
続
な
ど
の
家
庭
問

題
、
差
別
・
い
や
が
ら
せ
な
ど

の
問
題
や
悩
み
ご
と
な
ど
。

相
談
員

人
権
擁
護
委
員

②
常
設
人
権
相
談
所
開
設

と
き

12
月
１
日
（
水
）
・
８
日

（
水
）
・
15
日（
水
）
・
22
日（
水
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

と
こ
ろ

法
務
局
館
山
支
局

人
権
相
談
所

相
談
員

人
権
擁
護
委
員

③
街
頭
啓
発

と
き

12
月
７
日
（
火
）

午
前
10
時
30
分

と
こ
ろ

お
ど
や
千
倉
店
・
お
ど

や
丸
山
店
・
お
ど
や
鋸
南
店

内
容

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
啓
発
物
品

の
配
布

問
い
合
わ
せ

市
民
課

蕁
33
│
１
０
５
１

①
犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
犬
の
運
動
は
、

犬
を
抑
制
で
き
る
人
が
短
い

引
き
綱
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

②
猫
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

猫
に
よ
る
他
人
へ
の
迷
惑
を

防
止
で
き
、
病
気
や
交
通
事

故
な
ど
の
危
険
か
ら
猫
を
守

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
犬
に
は
、
首
輪
な
ど
に
登
録

鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済

票
を
必
ず
つ
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

④
動
物
に
は
迷
子
札
や
マ
イ
ク

ロ
チ
ッ
プ
を
つ
け
る
な
ど
し

て
飼
い
主
が
わ
か
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

⑤
動
物
は
責
任
を
も
っ
て
最
後

ま
で
面
倒
を
み
ま
し
ょ
う
。

飼
え
な
く
な
っ
た
ら
、
新
し

い
飼
い
主
を

探
し
て
く
だ

さ
い
。
飼
い

主
が
見
つ
か

ら
な
く
て

も
、
絶
対
に

動
物
を
捨
て

障
害
者
週
間
は
、
国
民
の
間
に

広
く
障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の

関
心
と
理
解
を
深
め
、
障
害
者
が

社
会
や
経
済
、
文
化
そ
の
ほ
か
あ

ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に

参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
た
め
に

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

障
害
者
・
高
齢
者
に
関
す
る
人

権
問
題
、
法
律
問
題
（
財
産
問
題
、

金
銭
問
題
、
家
族
問
題
な
ど
）
全

般
に
つ
い
て
弁
護
士
が
対
応
し
ま

す
。

と
き

12
月
９
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

（
フ
ァ
ク
ス
相
談
の
受
け
付
け
は
、

午
後
１
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
）

相
談
方
法

臨
時
電
話
０
４
３
│

２
２
７
│
７
３
７
０
に
よ
る
相

談
、
フ
ァ
ク
ス
に
よ
る
相
談
、

面
談
に
よ
る
相
談
。

※
フ
ァ
ク
ス
の
場
合
、
当
日
ま
た

は
後
日
の
回
答
と
な
り
ま
す
。

障
害
者
週
間

（
12
月
３
日
〜
12
月
９
日
）

第
62
回
人
権
週
間

（
12
月
４
日
〜
12
月
10
日
）

県
弁
護
士
会
無
料
電
話

相
談

「
障
害
者
・
高
齢
者
の

人
権
・
法
律
１
１
０
番
」

11
月
は
「
動
物
に
よ
る

危
害
防
止
対
策
強
化
月

間
」
で
す

お
し
ら
せ 

お
し
ら
せ 



総人口（＋6） 
43，250人 

男（＋15） 
 20，723人 
女（－9） 
 22，527人 
世帯数（＋18） 
 17，184世帯 

出生 12人 

死亡 40人 

転入 88人 

転出 54人 

人口の動き （平成22年11月1日現在） 
（　）内は前月比 

携　帯
サイト

ホームページアドレス
http://www.city.minamiboso.chiba.jp

南房総市
安全安心メール
配信登録
QRコード※

※ 登録は初めに空メールを送信してください
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和
田
町
柴し
ば

の
西
福
院
に
、
薬
師
如
来
の
御
堂
が
あ
り
ま
す
。

最
初
は
「
堂
窪

ど
う
く
ぼ

」
に
建
て
ら
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
安
置
さ

れ
て
い
る
如
来
の
尊
像
は
行
基
ぎ
ょ
う
き

菩
薩
ぼ
さ
つ

の
作
で
、
戦
国
大
名
里

見
氏
が
安
房
を
治
め
て
い
た
頃
、
小
田
原
か
ら
押
し
寄
せ
た

北
条
軍
を
、
打
ち
破
っ
た
と
い
う
勇
ま
し
い
話
を
伝
え
て
い

ま
す
。

戦
国
時
代
の
永
禄
え
い
ろ
く

初
頭
、
小
田
原
の
北
条
氏
直
う
じ
な
お

が
、
里
見

氏
を
滅
ぼ
し
て
安
房
を
我
が
物
に
し
よ
う
と
、
軍
船
数
百
艘

を
も
っ
て
洲
の
崎
沖
か
ら
安
房
に
侵
入
し
て
き
ま
し
た
。
里

見
軍
は
重
臣
の
正
木
ま
さ
き

筑
前
守

ち
く
ぜ
ん
の
か
み
が
総
指
揮
を
と
り
防
戦
し
た
の

で
す
が
、
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
押
し
寄
せ
る
多
勢
の
北

条
軍
と
、
疲
れ
果
て
た
寡
勢
か
ぜ
い

の
里
見
軍
で
は
、
勝
敗
は
歴
然

と
な
り
ま
し
た
。
筑
前
守
は
こ
の
時
、
日
頃
信
仰
し
て
い
た

薬
師
如
来
に
瞑
目
め
い
も
く

し
、
戦
勝
祈
念
を
し
ま
す
と
、
不
思
議
に

も
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
十
二
人
の
大
将
が
六
千
人
の
夜
叉
や
し
ゃ

軍ぐ
ん

を
率
い
て
里
見
軍
の
加
勢
に
現

れ
、
忽
た
ち
ま
ち
北
条
軍
を
撃
退
し
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
お
蔭
で
安
房
は

こ
と
な
き
を
得
ま
し
た
。

筑
前
守
は
加
勢
し
て
く
れ
た
軍

が
、
堂
窪
の
薬
師
如
来
十
二
神
将

で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
主
君
の
里

見
義
弘
よ
し
ひ
ろ

公
に
言
上
し
、
立
派
な
薬

師
堂
を
造
営
し
ま
し
た
。

第55話
生稲謹爾

「薬師の援軍」

南
房
総
市

　
　
の
民
話

南
房
総
市

　
　
の
民
話

ず
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

安
房
保
健
所

蕁
22
│
４
５
１
１

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

蕁
０
４
７
６
│
93
│
５
７
１
１

地
元
や
友
好
都
市
の
特
産
品
販
売
や

飲
食
店
の
出
店
の
ほ
か
、踊
り
や
太
鼓
、

模
擬
上
棟
式
、
高
家
庖
丁
会
に
よ
る

「
庖
丁
式
」
披
露
と
楽
し
い
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

当
日
、
千
倉
町
大
貫
「
小
松
寺
」
で
、

「
紅
葉
ま
つ
り
」
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

と
き

11
月
28
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
（
雨

天
決
行
）

と
こ
ろ

千
倉
町
平
舘
漁
港
広
場

問
い
合
わ
せ

朝
夷
商
工
会

蕁
44
│
１
３
３
１

教
育
委
員
会
で
は
、
チ
ェ
コ
少
年
合

唱
団
「
ボ
ニ
・
プ
エ
リ
」
に
よ
る
音
楽

鑑
賞
会
を
開
催
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
重
厚
な
響
き

で
聴
衆
を
魅
了
す
る
歌
声
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

と
き

12
月
７
日
（
火
）

午
後
２
時
開
演

と
こ
ろ

和
田
中
学
校
体
育
館

参
加
費

無
料

問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
　
蕁
46
│
２
９
６
２

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
で
は
、
協

同
組
合
や
企
業
組
合
の
設
立
を
お
考
え

の
人
に
、
無
料
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

千
葉
県
中
小
企
業
団
体

中
央
設
立
相
談
室

蕁
０
４
３
│
３
０
６
│
３
２
８
５

そ
う
だ
ん 

そ
う
だ
ん 

第
2
回
産
業
ま
つ
り

音
楽
鑑
賞
会

事
業
協
同
組
合
な
ど
の

設
立
無
料
相
談

も
よ
お
し 

も
よ
お
し 

昨年の様子



16 2010年11月号

※
広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

○ 職　種　看護師及び看護奨学生…若干名 
○ 給　与　当財団規定による 
○ 勤務地　鋸南病院（指定管理） 

医療法人財団 
【お問合せ】℡０４７０－５５－２１２５（担当／辻） ※土･日曜日、祝日除く 
http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/

鋸南きさらぎ会 

職 員 
募 集 

○ 職　種　看護師及職　種　看護師及び看護奨学生…若干名び看護奨学生…若干名 
○ 給　与　当財団規定給　与　当財団規定による 
○ 勤務地　鋸南病院勤務地　鋸南病院（指定管理指定管理） 

○ 職　種　看護師及び看護奨学生…若干名 
○ 給　与　当財団規定による 
○ 勤務地　鋸南病院（指定管理） 

【お問合せ】問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻担当／辻） 
※土※土･日曜日、祝日除く 
http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/

医療法人財団医療法人財団 鋸南鋸南きさらぎ会 
【お問合せ】問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻担当／辻） 
※土※土･日曜日、祝日除く 

医療法人財団医療法人財団 鋸南鋸南きさらぎ会 
【お問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻） 
※土･日曜日、祝日除く 

医療法人財団 鋸南きさらぎ会 
【お問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻） 
※土･日曜日、祝日除く 

医療法人財団 鋸南きさらぎ会 

南房総岩井海岸の宿 

http://www.awa.or.jp/home/o-sunada/

オーベルジュとは宿泊施設付きの 
新鮮な食材をおいしく調理する宿 
です 

南房総岩井海岸の宿 
民宿　オーベルジュ 

泊まり宴会宴会 大歓迎大歓迎 泊まり宴会 大歓迎 大小宴会承ります 
オーベルジュ 

すなだ 
南房総市高崎1298－1 

http://www.awa.or.jp/home/o-sunada/http://www.awa.or.jp/home/o-sunada/http://www.awa.or.jp/home/o-sunada/

TEL 0470－57－2378  FAX  0470－57－2306
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房総半島最南端「野島埼灯台」 

朝日輝き訪れた旅人が元気の出る南房総市 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
地
域
の
市
民
活
動
団
体
を
応
援

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
団

体
を
ご
存
じ
で
し
た
ら
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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働
課
　
蕁
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私
た
ち
、
白
浜
地
域
づ
く
り
協
議
会
「
き
ら
り
」
は
、

白
浜
に
つ
い
て
考
え
、
地
域
お
こ
し
な
ど
の
活
動
を
し

て
い
こ
う
と
、
今
年
の
３
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

現
在
、
５
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

①
花
の
会
グ
ル
ー
プ
（
毎
週
火
曜
日
に
植
栽
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
）

②
城
山
登
山
道
を
生
か
す
会
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

や
登
山
道
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
）

③
美
化
活
動
グ
ル
ー
プ
（
毎
月
第
２
日
曜
日
に
清
掃
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
）

④
農
業
体
験
グ
ル
ー
プ
（
都
市
部
住
民
を
対
象
と
し
た

農
業
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
）

⑤
レ
ク
部
会
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
や
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
地
域
の
交
流
の
場
を
企
画
し
て
い

ま
す
）

10
月
10
日
（
日
）
に
は
レ
ク
部
会
企
画
に
よ
る
「
き

ら
り
」
楽
し
み
広
場
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

「
き
ら
り
」
で
は
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
人
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
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ら
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」
事
務
局

蕁
38
│
３
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５
５

市
民
活
動
団
体
の
紹
介
箙

見通しの悪い農道脇の雑木を伐採しました

〜
白
浜
地
域
づ
く
り
協
議
会

「
き
ら
り
」
〜

会
長
栗
原
　
猛
　
会
員
49
人

「きらり」楽しみ広場の様子


